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⑶ 救助者Ｂ、Ｃは、要救助者の両側へ位置し、空気呼吸器の背負板（逆手で保

持）と大腿部を保持する。➡3

⑷ 救助者Ａの合図により、救助者Ａは面体が外れないように呼吸器を引き寄せな

がら四つん這いになり、救助者Ｂ、Ｃはそれに合わせて要救助者を引き上げて窓

枠に両足を掛ける。はしご上で待機している救助者Ｄは、要救助者の足を引き出

す等の補助をする。➡4
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⑵ 打音及び携帯警報器を鳴動させる。

⑶ 自力脱出困難に陥った場合は、ホースラインの近くや壁際等、即時介入隊等が

発見しやすい場所にとどまり、空気消費量を抑制する。

⑷ 照明器具を壁や天井に向けて、即時介入隊等に位置を知らせる。

⑸ ホース結合金具の有無の確認時、床の材質によっては、叩きつけても音が聞こ

えないことも考慮する。

第４　はしごでの緊急脱出要領（ラダーベイルアウト）

屋内（上層階）進入時、内部の状況が急変し、緊急退避が必要な場面において開

口部が狭い又は高い等、足から脱出するには時間を要する場合に、架ていされたは

しごに緊急的に乗り移る要領である。

ラダーベイルアウトでなければ脱出が困難な状況に限り選択すべき手法であり、

足からの脱出が可能な場合には、安易に使用してはならない。
※ この要領は、かぎ付はしご及び二連はしご（ステンレス製は除く。）の要領である。

１　実施要領

⑴ 上半身を窓枠から出し、右腕(左腕)を胸近くのはしご横さんの表面から裏側に

通し、主かんに絡ませて保持する。左手（右手）は、主かんを保持しながら下方

へすらせる。➡1
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第４ はしごでの緊急脱出要領（ラダーベイルアウト）
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動画で
見よう！！
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